な かき やっこ 

「海老の 天 ぶら、 菜の ひたしもの、 蠣鍋、 奴豆腐、 え 

さやえんどう 

び と 鞘 豌豆 の 茶碗 もり —— こういう 料理 をテ— ブルの 

上に ならべられた 時には、 僕 もまった く 故郷へ 帰った 

ような 心 持が しました よご と、 N 君 は 笑いながら 話し 

出した。 

N 君 は 南洋 貿易 の 用件 を 帯び て、 シン ガポ— ル から 

きちよ う 

ス マトラの 方面 を 一 周して、 半年ぶ りで 先月 帰朝した 

ので ある。 その 旅行 中に 何 か おもしろい 話はなかった 

かとい う 問いに 対して、 彼 はまず シン ガボ— ルの 日本 

料理店に おける 食物の 話から 説き出した のであった。 

シン ガポ— ルには 日本人 経営の ホテル も ある。 料理店 



も ある。 そうして 日本 内地に ある 時と おなじような 料 

理を 食わせる と、 N 君 はまず その 献立 をなら ベて おい 

て、 それから 本文の 一種 奇怪な 物語に 取り かかった。 

料理の こと は 勿論 この 話に 直接の 関係 はない の だが、 

英領 植民地の シン ガボ— ル という 土地 はまず こんなと 

ころで あると いう こと を 説明す るた めに、 ちょいと 

献立 書き をなら ベた だけの こと だ。 その 料理店で、 久 

しぶりで 日本ら しい 飯 を 食 つ て なにしろ 僕 は マ 

レ ー 半島 を 三、 四 力 月 もめぐ り 歩いて いた あげく だか 

ら、 日本の 飯 も 恋しくなる さ。 まったく その 時 はう ま 



かった よ。 

それから 夜の 町 を ぶらぶら 見物に 出て いくと、 町に 

は 芝居が 興行 中で あるら しく、 そこらに 辻 びら のよう 

な もの を 見受けた ので、 僕 も 一種の 好奇心に 釣られて、 

その 劇場の ある 方角へ 足 をむ けた。 実 をい うと、 僕 は 

あまり 芝居な どに は 興味 を もって いないの だが、 まあ 

どんな もの か、 一度 は 話の種に 見物して おこうぐ らい 

リょ うけ.，？ 

の 料簡で、 ともかくも 劇場の 前に 立って 見る と、 その 

前に は 幾 枚 も 長い 椰子の 葉が 立てて ある。 日本の 劇場 

のぼ リ 

の 幟の 格 だね。 なるほど これ は 南洋ら しいと 思いな 

き ドル 

がら、 入場料 は 幾ら だと 訊く と 一 等 席が 一 弗 だとい う。 



/ 1ー11 口 レ J/ 

「いや、 どうで 判らな いんです から、 もういい 加減に 

して 帰ろうかと 思います ご と、 僕 は 顔の 汗 を 拭きな が 

ら 答えた。 

「なにしろ 暑 いんです からね。 シン ガポ— ル というと 

ころ は 芝居の 土地じゃありません よ。 わたし 達 も ほか 

に 遊び どころ がない から、 まあ 時間つ ぶしに 出かけて 

来 るんで す。 じゃあ、 どうです、 表へ 出て 涼みながら 

散歩しょう じゃありません かご 

僕 もす ぐに 同意して 表へ 出る と、 二月 下旬の 夜の 空 

に は 赤い 星が 一面に 光って いた。 これから 三月 四月の 



だのと いっても、 アン はたかが ス マトラの 原住民 俳優 

ですから、 その 取り前 も 知れた ものです。 それが 白人 

の 女 を かかえて 歩く のです から、 とても 舞台で 稼ぐ だ 

けで は 足りる はずが ありません。 一 座の 者に はもち ろ 

ん、 世間に も だんだんに 不義理の 借金 も かさんで 来て、 

もう r 一進 も 三 進 も 行か なくなつ たんです ご 

言い かけて、 早瀬 君 は 突然に 僕に 訊いた。 

「あなた はこの シン ガポ— ルの 歴史 を ご存じです かご 

僕 も あまりく わしい こと は 知らない。 しかし この 土 

しゅうちょう 

地 は その 昔、 原住民の 酋長に よって 支配せられ、 シ 

みんちょう じらい 

ナの 明朝に 封せられ て 王と なって、 爾来 引き つづい 



く 知りません が、 今 も あなたが 仰し やった 柔 仏の 王 I 

I 朱 丹と いうそう です。 —— それが この 事件に 関係が 

あるんで す。 もちろん、 ラッフル スが この 土地 を 買収 

したの は、 今から 百年 ほどの 昔で、 その 当時の 朱 丹が 

生きて いる はず はな いんです が、 その 魂 はま だ 生きて 

いたと でも 言いましょう か。 なにしろ、 アンが 行く え 

不明に なった の は、 その 朱 丹の 墓に 関係が あるんで 

すご 

「墓 を あばきに 行つ たんじゃありません かご と、 僕 は 

中途から 喙を いれた。 

「まったく その 通りです。 アンが なぜ そんな こと をし 



生命 をう しな つ て 再び 世に 帰る こと は 出来ない と 思え。 

^ ^ の 遺言に 恐れ を 懐いて、 見す見す そこに 三十 万 

弗の 金が 埋められて あると は 知りながら、 欲の ふかい 

うかつ こんにち 

原住民 も 迂濶に 近寄る ことが 出来ないで、 今日まで そ 

の 墳墓 は 何者に も 犯されずに 保存され ている のです。 

なんでも 七、 八 年 前に ここに 駐屯して いる 英国の 兵 

士 たちの 間に その 話が はじまって、 慾 得の 問題 はと も 

かく も、 一 種の 冒険 的の 興味から 三人の 兵士が その 森 

林の 奥へ 踏み込んで 行く と、 果たして そこに 朱 丹の 墳 

墓が 見いだ された。 入口に はよう よう 人間の くぐれる 

くらいの 小さい 穴が あるので、 三人 は 犬の ように その 
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